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アンダーソン・毛利・友常法律事務所 

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 第６回企業法務セミナー開催のご案内 

「日米特許訴訟とライフサイエンス・化学分野の知財トレンド」 
～企業はいかに対応すべきか～ 

■日時：2009 年 11 月 26 日（木） 15：00～18：00 
■会場：泉ガーデンコンファレンスセンターRoom1+2（東京都港区六本木 1-6-1） 

  

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

アンダーソン・毛利・友常法律事務所では、国内最大規模の総合法律事務所として、幅広い企業法務の各分

野において最先端の法律問題に常に率先して取り組んで参りました。その一環として、定期的に企業法務セミ

ナーを主催し、近時の企業法務の重要問題について取り上げ、皆様と共に考え議論できる場を設けておりま

す。 

今回のセミナーは、テーマを「日米特許訴訟とライフサイエンス・化学分野の知財トレンド」とし、実務家の視点

からパテント・トロール等がかかわる米国特許訴訟への対応策や、近時の注目すべき知財高裁等における知財

関連判例や実務、および特許庁における審査基準等や審決例のトレンドについて解説いたします。 

時節柄ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。 

敬具 
■開催概要：  ※プログラム詳細は次頁をご参照ください。 

1. テーマ： 「日米特許訴訟とライフサイエンス・化学分野の知財トレンド」 
2. 日時： 2009 年 11 月 26 日（木） 15：00～18：00（受付開始／14：30～） 
3. 会場： 泉ガーデンコンファレンスセンターRoom1+2 

東京都港区六本木 1-6-1 泉ガーデンタワー7 階 
4. 内容： 第 1 部 講演 弁護士 中町 昭人 
  第 2 部 講演 弁護士 城山 康文、岩瀬 吉和 
               弁理士 小野 誠 

第 3 部 パネルディスカッション 
【パネリスト】 弁理士 小野 誠、金山 賢教 
   弁護士 城山 康文、岩瀬 吉和 
【モデレーター】 弁護士 中町 昭人 

5. 対象： 企業の知的財産、法務ご担当者、知的財産関連業務に関心を有する方 等 
6. 受講料： 無料 
7. 主催： アンダーソン・毛利・友常法律事務所 
 



 
■ご挨拶： 

近年、日本とアメリカにおいて益々、特許訴訟が活発になっております。米国では、いわゆるパテント・トロー

ルによる提訴が昨年秋のリーマン・ショック後も衰えを見せず、最近はむしろ加速していると見られています。他

方、日本においては、2005 年の知財高裁の開設以来、特許無効判決が相次いだことも影響して、東京地裁・

大阪地裁への新規の特許侵害訴訟の提訴数が減る傾向にありましたが、近時に至り知財高裁において進歩性

の判断基準等につき特許権者側により有利な考え方を示す判決が複数見られるようになり、そのため新規の特

許侵害訴訟の提訴数も増加に転じると予想されています。 

  このような背景を踏まえ、本セミナーの第１部においては、米国カリフォルニア州の大手ローファームで 10 年

以上に亘り知的財産関連業務を中心に執務を行い、本年7月に当事務所に入所した中町昭人（弁護士）が、日

米双方の法律・実務・環境を熟知した数少ない実務家の視点から、パテント・トロールによる米国特許訴訟への

ベターな対応策について、「新しいアプローチ」を紹介・解説いたします。そして、第 2 部においては、日本の特

許訴訟を専門とする城山康文・岩瀬吉和（弁護士）と、特許出願・審判に長年の経験を有し本年 10 月より当事

務所にて特許出願業務を立ち上げた小野誠（弁理士）より、近時の注目すべき知財高裁等における知財関連

判例や実務、および特許庁における審査基準や審決例のトレンドについて紹介・解説いたします。 

  さらに本セミナーの第 3 部においては、近年、我が国のグローバル・ビジネスの中でも一層存在感を強めて

いる製薬・バイオに代表されるライフサイエンス分野および化学分野における知財戦略について、当事務所のラ

イフサイエンス・ケミカル（LSC）・プラクティスに携わる弁護士・弁理士が、特許出願戦略・ライセンス戦略・訴訟

戦略等の観点より様々な実務的な問題についてパネルディスカッションを行います。弁護士と弁理士、日本の

実務と米国の実務、電機・通信等を含めた技術分野全般に亘る視点とライフサイエンス・化学固有の視点、とい

った相違から生ずる多様な意見に基づく活発な議論がなされる予定です。 
 
 
■当日のプログラム： 

・14：30～      受付開始 
・15：00～15：10  開会のご挨拶    弁護士 宮野 勉 
・15：10～15：50  第 1 部 講演    ｢米国におけるパテント・トロールによる特許訴訟への対応策 

～ 新しいアプローチ｣   弁護士 中町 昭人 
・15：50～16：00 休憩 （10 分間） 
・16：00～16：45  第 2 部 講演  ｢日本の特許訴訟・審判実務における最近のトレンド｣ 

       弁護士 城山 康文、岩瀬 吉和 
       弁理士 小野 誠 

・16：45～17：45  第 3 部 パネルディスカッション ｢ライフサイエンス・化学分野の知財戦略｣ 
     【パネリスト】    弁理士 小野 誠、金山 賢教 
                 弁護士 城山 康文、岩瀬 吉和 
     【モデレーター】  弁護士 中町 昭人 

・17：45～18：00 質疑応答 
・18：00～18：30 歓談・お名刺交換 
・18：30  閉会 



 
■お申込み方法： 

・ セミナー事務局宛てに 11 月 20 日（金）までにお申し込みください。受付後に受講証を送付させていただきま

すので、セミナー当日に必ずお持ちください。 

・ 本セミナーは事前登録制です。応募多数の場合は先着順にて受付けさせていただきます。 

・ 本セミナーに関するお問合せ先 

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 企業法務セミナー事務局 
共同 PR（株） 担当：市川・新井・辻 
〒104-8158 東京都中央区銀座 7-2-22 
TEL.03-3571-5365  E-mail:n-ichikawa@kyodo-pr.co.jp 

 

 

 

■会場へのアクセス： 

【泉ガーデンコンファレンスセンターRoom1＋2】 地下鉄南北線「六本木一丁目」駅直結 

 

 

 

 

 

 

※ 頂いた情報（個人情報を含む）につきましては、｢企業法務セミナー｣及び当事務所の各種セミナーその他の広報活動

のために利用させていただくことがあります。 
※ 今後、当事務所が開催する｢企業法務セミナー｣のご案内が不要な方は発信を取り止めますので、その旨を当セミナ

ー事務局担当までご連絡ください。 
※ 当事務所が保有する個人情報について開示・訂正等をご希望される場合は、手続きにつきご説明させていただきま

すので、当事務所の総務（メールアドレス：inquiry@amt-law.com)まで電子メールにてご連絡ください。 

 


